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■
記
録
的
な
早
さ
の
梅
雨
入
り

　
例
年
以
上
に
早
い
梅
雨
入
り
と

な
っ
た
今
年
、
皆
さ
ん
の
災
害
へ

の
備
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

雨
の
季
節
を
迎
え
て
、
大
雨
や
洪

水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
危
険
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
６
月
の
豪
雨
災
害
で

は
、
１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が

１
５
０
㍉
と
い
う
記
録
的
な
も
の

で
し
た
。
町
内
で
も
家
屋
の
倒
壊

や
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
形
で
発
生
す
る
か
予
測
が

つ
か
な
い
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
家
庭
や
地
域
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
生
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
町
が
発
令
す
る
避
難
情
報

　
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
保
護

し
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

町
で
は
避
難
に
関
す
る
情
報
を
発

令
し
ま
す
。

　
町
が
主
に
発
令
す
る
避
難
情
報

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ

た
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
に
早

め
の
避
難
を
促
す
「
高
齢
者
等
避

難
」（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）
と
通
常

の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
に
避
難

を
促
す
「
避
難
指
示
」
（
警
戒
レ

ベ
ル
４
）
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

避
難
に
関
す
る
情
報
が
発
令
さ
れ

た
ら
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
情
報
の
発
令
は
、
気
象
状

況
や
河
川
の
水
位
な
ど
に
よ
り
判

断
さ
れ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
防
災
無
線
に
よ
る
一
斉
通
報
、

携
帯
電
話
な
ど
の
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」、
メ
ー
ル
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム

「
こ
う
さ
情
報
た
し
か
め
ー
る
」

な
ど
で
伝
達
し
ま
す
。
避
難
を
す

る
場
合
に
は
、
慌
て
ず
に
回
り
の

状
況
を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
運
営

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
町
民
全
員
へ
の
接
種
完

自
然
災
害
と
共
生
す
る
覚
悟
は
あ
り
ま
す
か

命
を
守
る

防
災
特
集

平成28年６月豪雨で寸断された道路（谷内区）

　本町には、一級河川の緑川や緑豊かな山々が存在します。そこで育まれる水の恵みは田畑や人々
の生活を潤し、憩いの場を提供するなど私たちの暮らしに大きく関わっています。一方で、平成19
年７月の洪水や平成28年６月の土砂災害といった爪痕も残してきました。昨年７月の豪雨では田口
橋上流の堤防で決壊の危険が迫るなど、私たちの生活を脅かす存在でもあります。
　川と共にある暮らしは、自然災害を受け入れる覚悟が必要です。いざという時に命を守るための
備えについて、地域や家庭で改めて考えてみましょう。

熊本県警を定年退職後、平

成29年４月より現職。令和

元年８月に「防災士」、令

和３年３月に「地域防災マ

ネージャー」の資格取得し、

防災スペシャリストとして

本町の危機管理業務を統括。

町くらし安全推進室

佐々木 善平 室長
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❖防災特集　命を守る

■各警戒レベルに基づく町民や町の行動

　町内在住の防災士が、避難経

路の確認や防災訓練の計画づく

りといった自主防災組織の活動

のお手伝いを行っています。

　「防災士」は一定の防災知識や

技能を認証する民間資格で、現

在11人 が 町 と 連

携しながら地域の

防災リーダーとし

て活躍中です。

　地域の防災力向

上に取り組んでみ

ませんか。

自主防災組織の
備えは万全ですか。

防災士

溜渕 清裕 さん

●お問い合わせ先　

町くらし安全推進室　 TEL096‐234‐1167

災害情報などの目安 町民の行動 町（役場）の動き

警戒レベル

５
・大雨特別警報

・災害が発生

・氾濫発生情報

　命を守る

　最善の行動
・町民の命を守る

　最善の行動

警戒レベル

４
・土砂災害警戒情報

・災害が緊迫

・氾濫危険水位超える

　全員避難 ・「避難指示」の発令

警戒レベル

３
・大雨警報

・洪水警報

・避難判断水位超える

　高齢者などは

　　　　　　避難
・「高齢者等避難」の発令

警戒レベル

２
・大雨注意報

・洪水注意報

・氾濫注意水位超える

　自らの避難行動

　を確認する

・気象情報を収集

・避難所の開設準備

警戒レベル

１
・今後気象状況が
　悪化するおそれ

　災害への心構えを

　高める
・気象情報を収集

　　内閣府が示した「避難情報に関するガイドライン」について詳しくは
　　内閣府「防災情報のページ」をご確認ください。　内閣府　避難指示 検索

※「避難勧告」は「避難指示」に一本化

了
ま
で
は
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
感
染
者
が
訪
れ

る
前
提
で
の
避
難
所
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
避
難
所
で
の
密
集
を
避
け
る
た

め
に
も
、
親
族
や
知
人
の
家
、
地
域
の

公
民
館
、
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
分
散
避

難
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

■
命
を
守
る
た
め
の
努
力
を

　
内
閣
府
が
示
す
「
避
難
情
報
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
住
民
な
ど

が
持
つ
べ
き
避
難
に
対
す
る
基
本
姿
勢

と
し
て
、
行
政
に
依
存
し
過
ぎ
る
こ
と

な
く
、
「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

意
識
を
持
ち
、
自
主
的
な
避
難
行
動
を

と
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
軽
減
す
る
の
は
想
像
力
で
す
。

大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
と
き
は
自
然

の
脅
威
が
私
た
ち
の
想
像
を
上
回
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
で
す
。
「
大
丈
夫
」
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
今
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
自
治

体
の
庁
舎
や
職
員
が
被
災
し
、
行
政
機

能
が
低
下
す
る
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
他
自
治
体
か
ら
の
人
的
支

援
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
町
に
よ
る
避

難
所
運
営
が
難
し
い
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る
の

が
自
主
防
災
組
織
の
存
在
で
す
。

■
地
域
で
災
害
に
備
え
る

　
平
成
28
年
６
月
豪
雨
か
ら
５
年
を
前

に
、
町
内
の
全
地
域
で
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
大
災

害
で
も
住
民
主
体
の
取
り
組
み
で
難
を

逃
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
行
動
が
、
町
全
体
の
防
災
力

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
然
の
脅
威
が
想
像
を
超
え
て
か
ら

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
命

を
守
る
の
は
自
分
自
身
だ
と
い
う
強
い

覚
悟
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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■
日
ご
ろ
の
備
え
が
冷
静
な
判
断
に
つ
な
が
る

　
町
で
は
、
令
和
２
年
９
月
に
緑
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想
定

区
域
を
予
測
し
、
地
図
上
に
可
視
化
し
た
「
甲
佐
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
ま
し
た
。「
避
難
の
心
得
」
や
避
難
に
時

間
を
要
す
る
「
要
配
慮
者
へ
の
対
応
」
な
ど
と
共
に
ま
と
め
た

『
甲
佐
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
』
を
各
戸
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
に
ど
ん
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
家
や
家
族
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

ど
ん
な
避
難
が
ベ
ス
ト
な
の
か
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
の

耐
震
性
や
食
料
の
備
蓄
な
ど
、
自
宅
の
安
全
が
確
認
で
き
る
場

合
は
「
在
宅
避
難
」
も
選
択
肢
の
１
つ
で
す
。

　
大
切
な
の
は
、「
事
前
の
準
備
」
と
「
早
め
の
避
難
」。
災
害

の
危
険
が
迫
る
と
と
も
に
避
難
の
選
択
肢
が
狭
ま
り
ま
す
。
た

め
ら
わ
ず
に
冷
静
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
今
の
う
ち
に
避
難

を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
所
ま
で
の
経
路
に
つ
い
て
家
族

や
友
人
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

緑川流域に12時間総雨量595㍉の大

雨が降った場合の浸水域を予測した

もの。町指定避難所なども記載され

ています。

▲甲佐町総合防災マップ

「甲佐町総合防災マップ」はこちらからご覧いただけます▲

　災害から自分の身を守るためには、普段から地域に潜む危険を理解し、刻々と変化す
る情報と冷静な判断で安全に避難することが大切です。防災マップは皆さんの身近な場
所の災害リスクを知り、いざという時の行動の手助けとなるものです。いつか必ず起こ
る災害に備えて、今できることをあなたの大切な人と一緒に考えてみてください。

他自治体の広報紙から学ぶ。　　　　読んでおきたい災害特集 広報ゆのまえ2020年 ８月号　

　熊本県南豪雨リポート 明日へつなぐために。

　令和２年7月の豪雨災害は、球磨川流域を中心に多くの自

治体に甚大な被害をもたらしました。発災から１月足らずと

いう短い期間で作り上げられた記事は、被災状況の記録と共

に、改めて早めの避難を呼び掛けています。コ

ロナ禍でボランティアが不足する中、人と人の

つながりに光を当てて、湯前町の被災者に勇気

を与える記事となっています。
「広報ゆのまえ」はこちらからご覧ください▲

防災マップを広げてみよう
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❖防災特集・命を守る

■災害に備えるチェックリスト

すぐに持ち出すもの（「非常持出品の一例」） 感染症への備え

　「非常持出品」は、避難するときにまず持ち出すべきものたちです。リュックに入れて、寝室や玄関など

の持ち出しやすい場所に置いておきましょう。大きさや重さを運ぶ人に合わせることも重要です。

　災害時には公的な支援物資がすぐには届かないかもしれません。避難後の生活を支える食料や水を最低

ても３日分備えましょう。家庭によって必要なものは変わります。あなたに必要な備えを確認しましょう。

□ 携帯ラジオ □ 懐中電灯 □ 歩きやすい運動靴 □ 予備電池 / 携帯充電器

□ 飲料水 □ 非常食 □ ヘルメット・軍手 □ 救急セット

□ 貴重品

通帳、印鑑、現金、診察券、
マイナンバーカードなど

□ ウエットティッシュ / タオル

乾パン、缶詰め、レトルト
食品、チョコレートなど

ばんそうこう、包帯、消毒
液、常備薬など

□ 毛布 / 寝袋 □ 持病の薬・お薬手帳

□ 衣類・下着 □ 歯ブラシなど □ 防災マップ □ スリッパ

□ マスク

□ 手指消毒液

□ せっけん

□ 体温計

他自治体の広報紙から学ぶ。　　　　読んでおきたい災害特集　広報せいよ2019年 ７月号

　特集　夏が、来る。

　平成30年７月豪雨で大きな被害を受けた愛媛県西予市。

あっという間に川の水位が増え、濁流が襲って来たあの日の

出来事を風化させないために─。そんな思いから作られた特

集記事です。被災しながらも立ち上がった住民

や復旧作業に尽力した消防団員など、悲しみな

がらも励まし合い、がむしゃらに歩み続けた市

民の姿を伝えています。
「広報せいよ」はこちらからご覧ください▲

Public Relations KOSA
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令
和
３
年
度
甲
佐
町
消
防
団

　

４
月
11
日
（
日
）、
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
、
新
体
制
で
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
奥
名
町
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
、
相
次
ぐ
災
害
へ

の
備
え
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
団
員
各

位
の
奮
起
を
期
待
し
ま
す
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
入
団
員
13
人
を
加
え
、

５
分
団
28
部
総
勢
３
９
１
人
が
地
域

防
災
力
の
要
と
し
て
、
消
防
・
防
災

活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
甲
佐
町
消
防
団
役
員

【
団
長
】
井
藤
朋
紀
（
上
早
川
二
区
）

【
副
団
長
】
田
上
慎
太
郎
（
横
田
）

　
　
　
　

  

堀
田
高
志
（
緑
町
）

【
指
導
員
】
北
里
雄
秀
（
下
豊
内
）

【
第
一
分
団
長
】
太
田
栄
吾
（
横
田
）

【
第
二
分
団
長
】
内
田
壮
志
（
下
横
田
）

【
第
三
分
団
長
】
高
崎
弘
行
（
糸
田
）

【
第
四
分
団
長
】
一
口
主
税
（
津
志
田
）

【
役
場
分
団
長
】
中
村
聡
健
（
菊
陽
町
）

新
た
に
13
人
が
入
団

　

新
入
団
員
13
人
は
、
辞
令
交
付
を

受
け
る
に
あ
た
り
規
律
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
上
益
城
消
防
組
合
消
防

本
部
（
御
船
町
）
が
実
施
し
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
す
る
上
で
必
要
な

基
本
動
作
な
ど
を
学
ぶ
も
の
。
団
員

ら
は
、
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

消
防
ホ
ー
ス
の
扱
い
方
や
基
本
動
作
、

消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

上
益
城
消
防
組
合
と
連
携

　

甲
佐
町
消
防
団
で
は
、
上
益
城
消

防
組
合
消
防
本
部
（
増
田
茂
消
防

長
）
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
消

防
活
動
や
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
で
は
、
今
年
３
月
に
災
害

現
場
で
指
揮
本
部
と
し
て
活
用
で
き

る
支
援
車
を
更
新
し
ま
し
た
。
多
く

の
隊
員
や
物
資
搬
送
も
可
能
で
、
大

規
模
災
害
時
に
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
出
動
す
る
際
に
も
活
用
さ
れ
ま

す
。

井
藤
朋
紀
団
長
以
下
３
９
１
人
が
地
域
の
防
災
活
動
に
励
む

令
和
３
年
度
甲
佐
町
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▲今年３月に更新された上益城消防本部の支援車 ▲井藤団長から辞令交付を受ける新入団員ら

▲（後列左から）太田第一分団長、内田第二分団長、高崎第三分団長、一口第四分団長、中村役場分団長

　  （前列左から）堀田副団長、井藤団長、田上副団長、北里指導員
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i お 知 ら せ

●
町
税
な
ど
は
期
限
内
納
付
の

　
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
町
税
は
、
福
祉
や
教
育
、

道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
町
税
の
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
税
の
滞
納
は
、
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数

の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
行

為
で
あ
り
、
督
促
状
や
催
告
状
の

送
付
な
ど
不
要
な
経
費
に
大
切
な

税
金
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
充
実
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

●
他
自
治
体
と
連
携
し
て
税
の

　
徴
収
向
上
を
図
る

　
町
で
は
、
住
民
負
担
の
公
平
を

図
り
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
中
で
税
収
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
嘉
島
町
、
御
船
町
、

美
里
町
、
山
都
町
、
県
の
５
団
体

と
連
携
し
て
滞
納
整
理
事
務
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
町
を
含
め
た
６
団
体
の
税
務

職
員
を
併
任
職
員
と
し
て
相
互
に

派
遣
す
る
こ
と
で
、
悪
質
な
滞
納

者
へ
の
差
し
押
さ
え
や
差
し
押
さ

え
財
産
の
公
売
会
を
合
同
で
実
施

し
、
税
収
の
さ
ら
な
る
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
平
日
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

　
町
税
の
納
付
は
、
町
会
計
課
、

肥
後
銀
行
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫
、

上
益
城
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
各
窓
口
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
納
め
忘
れ

が
な
い
便
利
な
口
座
振
替
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
特
に
平
日
の
納
付
が
困
難
な
人

は
、
口
座
振
替
の
ほ
か
、
休
日
窓

口
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）
や
毎
月
末
の
夜
間
窓
口
（
午

後
５
時
15
分
～
午
後
８
時
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
期
限
内

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
、
事
前
に
町
税
務
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

町税などの期限内納付をお願いします

住民負担の公平と徴収向上を目指して他自治体と連携

■令和３年度　甲佐町税納期限のお知らせ

※ 固定資産税（４期割）は、法人および町内に住所を有しない個人または共有名義の方が対象となります。

納付期限 固定資産税 軽自動車税
町民税

  （普通徴収）
国民健康保険税
（普通徴収）

口座振替日
４期割 ※ 10期割

４月30日（金） 第１期 ４月28日

５月31日（月） 全期 ５月28日

６月30日（水） 第１期 第１期 第１期 ６月28日

８月２日（月） 第２期 第２期 第２期 第２期 ７月28日

８月31日（火） 第３期 第３期 第３期 ８月30日

９月30日（木） 第４期 第４期 第４期 ９月28日

11月１日（月） 第５期 第５期 第５期 10月28日

11月30日（火） 第６期 第６期 第６期 11月29日

12月20日（月） 第３期 第７期 第７期 第７期 12月20日

１月31日（月） 第８期 第８期 第８期 １月28日

２月28日（月） 第４期 第９期 第９期 第９期 ２月28日

３月31日（木） 第10期 第10期 第10期 ３月28日
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４
月
30
日
（
金
）
中
甲
橋
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
、
甲
佐
小
学
校
（
武
永

春
美
校
長
）
の
３
・
４
年
生
70
人
が

稚
ア
ユ
の
放
流
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

水
環
境
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
た
め
に
サ
ン
ト
リ
ー
九
州

熊
本
工
場
（
嘉
島
町
）
が
２
０
０
５

年
か
ら
毎
年
実
施
。
緑
川
漁
業
協
同

組
合
（
小
松
野
太
樹
代
表
理
事
組
合

長
）
の
協
力
の
下
、
体
長
６
〜
７
㌢

程
に
成
長
し
た
稚
ア
ユ
約
３
万
５
千

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
元
気
に
育
っ
て
ね
と

声
を
掛
け
な
が
ら
優
し
く
放
流
。
馬

場
美
蘭
く
ん
（
甲
佐
小
４
年
・
有
安

区
）
は
「
元
気
に
泳
ぐ
稚
ア
ユ
た
ち

が
育
つ
緑
川
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　５月中旬、町内各地の小川でゲンジホタル

の飛翔がはじまり、地域住民の目を楽しませ

ています。

　５年前の豪雨災害で大量の土砂が流入した

安平川では、水質や生息環境の変化などによ

り生息数が激減。一昨年に河川および田畑の

災害復旧が完了したことなどから数が回復し、

以前の輝きを取り戻しつつあります。

　山本勝一さん（安平区）は「子どものころ

から見慣れた風景が戻ってきたことがうれし

いですね」と飛び交う蛍火に目を細めました。

進む高齢者のワクチン接種 

新型コロナウイルスワクチン集団接種

緑川で元気に育って！　

甲佐小児童が稚アユを緑川に放流

棚田を舞う命の輝き　

源氏蛍が照らす山間部の原風景

▼米ファイザー社の新型コロナウイルスワクチン接種を受ける高齢者

▲棚田が広がる安平川流域を舞うゲンジボタル（５月12日撮影）

▼

バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
稚
ア
ユ
を
順
番
に
放
流
す
る
児
童
ら

　

５
月
５
日
（
水
）
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

が
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

始
ま
り
、
対
象
者
１
０
０
人
が
1

回
目
の
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
開
場
と
共
に
町
か

ら
の
案
内
は
が
き
が
届
い
た
高
齢

者
が
順
次
来
場
し
、
ス
タ
ッ
フ
の

案
内
に
従
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　

接
種
初
日
の
会
場
で
は
多
少
の

混
雑
が
見
ら
れ
た
も
の
の
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
終
了
。
町

健
康
推
進
課
の
福
島
明
広
課
長
は

「
無
事
に
初
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
。
町
内
の
医
療

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

接
種
を
終
え
た
岩

野
幸
子
さ
ん
（
仁
田

子
区
）
は
「
思
っ
た

ほ
ど
痛
み
も
無
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
を

終
え
ら
れ
て
良
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
早

く
収
ま
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
５
月
25

日
時
点
で
高
齢
者
な

ど
１
７
５
０
人
の
接

種
（
１
回
目
）
が
完

了
し
て
い
ま
す
。
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　５月８日（土）〜９日（日）にエコパーク水俣

（水俣市）で開催された第22回全九州高等学校男

子春季ソフトボール大会に小栁良介監督（宇土高

校教員・横田区）と髙森健斗選手（宇土高校２

年・糸田区）が参加しました。

　宇土高校は九州各県の代表16チームで競う同

大会で牛津高校（佐賀）に８対０で勝利。続く日

向工業高校（宮崎）も接戦を２対１で制してベス

ト４へ勝ち進みました。しかし、同日、新たに確

認された新型コロナウイルス感染者が福岡県で

500人、熊本県でも100人を超える中、急きょ、

大会２日目を行わず４校同時優勝とすることが決

定。熊本工業高校（熊本）、島原工業高校（長崎）、

大村工業高校（長崎）と共に同校が初優勝に輝き

ました。

　チームを指揮した小栁監督は「県大会からの短

い期間でも選手たちが試合ごとに成長してくれま

した」と大会を回想。髙森選手は「強豪校との試

合で得た経験をチームのレベルアップにつなげた

いです」と高校総体への意気込みを話しました。

　５月２日（日）から５日（水）の大型連休

中、下豊内公民館で各家庭の自慢の逸品を持

ち寄ったユニークな展示会が行われました。

　甲斐隆下豊内区長が、コロナ禍で交流が難

しい中、地域を改めて知るきっかけになれば

と企画。住民らに呼び掛け、区民30人から

出品された書道や生け花、絵画などの文化作

品や家庭に伝わる古地図や古文書、大工道具

などのアンティークなど95点を展示。子ど

もたちが立ち寄る様子も見られ、地域の隠れ

た魅力を再発見する機会となりました。

地域の魅力を再発見　

下豊内公民館で展示会を開催

▲住民らが持ち寄った自慢の逸品が並んだ下豊内公民館

ソフトボール九州大会で優勝 

小栁監督（横田区）と髙森選手（糸田区）が勝利をつかむ

▲水俣市で行われた全九州春季ソフトボール大会で宇土高校ソフトボー
ル部の初優勝に貢献した小栁監督（左）と髙森選手

甲佐高生と地域をつなぐ

町公営塾「あゆみ学舎」スタッフに辞令書交付

　

５
月
６
日
（
木
）
町
公
営
塾
「
あ

ゆ
み
学
舎
」
の
運
営
に
取
り
組
む
甲

佐
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
人
へ

辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
て
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
、

住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域
協
力

活
動
を
行
う
も
の
。

　

本
町
で
は
甲
佐
高
校
の
魅
力
化
事

業
の
一
環
と
し
て
同
校
生
徒
へ
の
教

育
支
援
な
ど
に
、
治
金
わ
か
な
さ
ん

（
京
都
府
出
身
・
大
町
区
）
と　

田

太
陽
さ
ん
（
京
都
府
出
身
・
大
町

区
）
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

治
金
さ
ん
は
「
甲
佐
高
生
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
づ
く
り
を
進
め
た
い
で
す
」
と
今

年
度
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

▼

辞
令
書
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
治
金
さ
ん(

左)

と　

田
さ
ん
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Information

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線104）　

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

　
よ
る
納
付
困
難
者
を
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
収
入
の
減
少
な
ど
が
生
じ
た
場
合
は
、

本
人
申
告
の
所
得
見
込
み
額
を
用
い
た

簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
免
除
申
請
お
よ
び
学
生
納
付
特
例

申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
①
お
よ
び
②
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人

①
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ

　
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

　
少
し
た
こ
と

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
な
ど
の

　
状
況
か
ら
み
て
、
当
年
中
の
所
得
な

　
ど
が
、
現
行
の
国
民
年
金
保
険
料
の

　
免
除
等
に
該
当
す
る
水
準
に
な
る
と

　
見
込
ま
れ
る
こ
と

▼
対
象
期
間

•

免
除
特
例

（
令
和
元
年
度
分
）
令
和
２
年
２
月
分

　
～
６
月
分

（
令
和
２
年
度
分
）
令
和
２
年
７
月
分

　
～
令
和
３
年
６
月
分

（
令
和
３
年
度
分
）
令
和
３
年
７
月
分

　
～
令
和
４
年
６
月
分
（
予
定
）

•

学
生
納
付
特
例

（
令
和
元
年
度
分
）
令
和
２
年
２
月
分

　
～
３
月
分

（
令
和
２
年
度
分
）
令
和
２
年
４
月
分

　
～
令
和
３
年
３
月
分

（
令
和
３
年
度
分
）
令
和
３
年
４
月
分

　
～
令
和
４
年
３
月
分

▼
準
備
す
る
も
の

・
免
除
特
例
申
請
の
場
合

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

　
申
請
書
、
所
得
の
申
立
書

・
学
生
納
付
特
例
申
請
の
場
合

　
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

　
請
書
、
所
得
の
申
立
書
、
学
生
証
の

　
コ
ピ
ー

※
申
請
に
関
す
る
書
類
は
日
本
年
金
機

　
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－１１１3（ 内線１０６）　　　町健康推進課　TEL096－235－8711　

■�

町
の
健
診
で
自
分
の
身
体
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
健
診
は
、
身
体
の
状
態
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。
健

診
で
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
が
で
き

れ
ば
、
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
だ
け
で
な

く
医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
7
月
か
ら
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
特
定
健
診
、
若

者
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
な
ど
の

各
種
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
の
健
診
で
は
、
受
診
費
用
を
町
が

一
部
負
担
し
ま
す
。
個
人
負
担
も
少
な

い
町
の
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
町
が
実
施
す
る
健
診
に
つ
い
て

●
特
定
健
診
・
若
者
健
診

▼
実
施
期
間

　
７
月
３
日
（
土
）
～
９
日
（
金
）

▼
対
象
者

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
い
る
20
～
74
歳
ま
で
の
人 

▼
個
人
負
担
金

　
１
０
０
０
円

▼
健
診
内
容

　
体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

　
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の

　
診
察
な
ど 

●
後
期
高
齢
者
健
診 

▼
実
施
期
間

　
８
月
20
日
（
金
）
～
23
日
（
月
）

▼
対
象
者

　
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
一
定
の
障
が

　
い
が
あ
る
65
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

　
医
療
被
保
険
者

▼
個
人
負
担
金

　
８
０
０
円

▼
健
診
内
容

　
体
格
検
査
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

　
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
医
師
の

　
診
察
な
ど 

※
各
種
健
診
と
併
せ
て
「
が
ん
検
診
」

　
も
実
施
し
ま
す
が
、
検
査
の
種
類
に

　
よ
り
対
象
年
齢
と
個
人
負
担
金
が
異

　
な
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
先

　
町
健
康
推
進
課
窓
口

※
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
住
民
健
診

　
に
つ
い
て
」
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し

　
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

７月から町の各種
健診を実施します

健 診 は 健 康 づ く り の 第 一 歩 で す

【新型コロナ対策関連】
免除特例・学生納付特例

詳 し く は 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い
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町からのお知らせ　【６月】

鳥
獣
被
害

町農政課　TEL096－234－１１76（ 内線１15）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

町環境衛生課　TEL096－234－１１６９

■�

鳥
獣
被
害
の
原
因
は
無
意
識
に
エ
サ

な
ど
を
提
供
す
る
私
た
ち
自
身

　
甲
佐
町
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
活
躍
も

あ
り
本
町
の
駆
除
捕
獲
頭
数
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
も
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

地
域
に
住
む
一
人
一
人
の
行
動
が
大
切

で
す
。

　
鳥
獣
被
害
の
原
因
は
、
地
域
に
「
エ

サ
」
と
「
ひ
そ
み
場
」
が
存
在
す
る
た

め
で
す
。
未
収
穫
の
果
樹
（
柿
や
栗
、

み
か
ん
な
ど
）
や
野
菜
、
タ
ケ
ノ
コ
な

ど
を
放
置
し
た
り
、
田
畑
に
生
い
茂
っ

た
雑
草
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
す

る
こ
と
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
エ
サ
や

ひ
そ
み
場
を
無
意
識
に
提
供
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
被
害
の

原
因
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
た
ち
が
住
み
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
の
は
他
な
ら

ぬ
私
た
ち
自
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

■�

鳥
獣
被
害
対
策
は
相
手
を
知
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
身
近
な
こ
と
か
ら

は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
集
落
に
あ
る
鳥
獣
の
エ
サ
に
は
2
種

類
あ
り
ま
す
。
①
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が

被
害
と
な
る
エ
サ
と
、
②
収
穫
し
な
い

た
め
食
べ
ら
れ
て
も
困
ら
な
い
エ
サ
で

す
。

　
私
た
ち
は
、
①
の
食
べ
ら
れ
る
と
困

る
エ
サ
に
ば
か
り
意
識
を
向
け
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
か
ら

見
れ
ば
ど
ち
ら
も
エ
サ
で
あ
り
、
私
た

ち
が
「
え
づ
け
」
を
し
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
人
里
近
く
に
現
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
の
１
つ
に
は
、

食
べ
物
や
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
ひ

そ
み
場
」
な
ど
の
快
適
な
環
境
が
地
域

に
増
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
こ
う
し
た
「
え

づ
け
」
を
集
落
ぐ
る
み
で
止
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

地域でイノシシの住み
にくい環境づくりを

詳 し く は 農 政 課 へ お 尋 ね く だ さ い

■�

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は

　「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
と
は
ゴ
ー

ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物

で
作
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。 

植
物
の
葉
に
よ
っ
て
日
光
を
遮
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
葉
か
ら
の
水
分
蒸
散

に
よ
る
周
囲
の
温
度
を
下
げ
る
た
め
、

省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

■�

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

▼
目
的

　
夏
の
エ
ア
コ
ン
使
用
を
抑
制
す
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
促

進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
お
よ
び

省
エ
ネ
行
動
へ
の
意
識
・
啓
発
を
図
り

ま
す
。

▼
対
象

　
令
和
３
年
４
月
以
降
に
町
内
の
住
宅
、

事
業
所
な
ど
に
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
」
を
設
置
し
た
方

▼
応
募
部
門

・
家
庭
部
門
（
個
人
住
宅
・
集
合
住
宅
）

・
団
体
部
門
（
町
内
企
業
、
学
校
な
ど
）

▼
募
集
期
間

　
７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
10
日

（
金
）
※
郵
送
は
必
着
で
す
。

▼
提
出
物

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
（
４
枚

以
内
）、
報
告
書
（
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▼
提
出
方
法

　
写
真
に
報
告
書
を
添
え
て
、
電
子

メ
ー
ル
・
郵
便
、
ま
た
は
直
接
、
町
環

境
衛
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
審
査

　
写
真
お
よ
び
報
告
書
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
育
成
の
様
子
や
工

夫
し
た
点
、
効
果
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

▼
表
彰

　
部
門
ご
と
に
入
賞
作
品
を
選
定
し
、

環
境
イ
ベ
ン
ト
「
こ
う
さ
環
境
フ
ェ
ア

２
０
２
１
（
９
月
中
旬
開
催
予
定
）」

に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は

賞
状
と
商
品
を
贈
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
〒
８
６
１-

４
６
０
５

　
甲
佐
町
有
安
７
０
１
甲
佐
町
水
道
管

　
理
セ
ン
タ
ー
内

　
URLk

an
k
y
ou

0
1
@

k
osa.k

u
m

am
oto.jp

緑 の カ ー テ ン で
暑 い 夏 を 快 適 に

昨年度の最優秀賞に輝いたゴーヤのカーテン
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Library
町生涯学習センター図書室からの６月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

竹芝桟橋近くの路上に違法駐車

されていた車から男性の遺体が

発見され、免許証や名刺から弁

護士であることが判明。１人の

男が殺害を自供し、事件は解決、

のはずだった。2017年東京と

1984年愛知を繋ぐある男の告

白とは…。罪と罰、そして贖罪

という重いテーマでありながら、

登場人物が魅力的で一気に引き

込まれてしまう１冊です。

幻冬社

小説

東野圭吾・作家35周年記念作品
東野 圭吾 著 /『白鳥とコウモリ』

あたたかい友情の物語
ふくざわ ゆみこ 著 /『あめのもりのおくりもの』

ピンチを切り抜けるお金の知識
内山 貴博 著 /『お金の使い方テク』

増税やコロナに伴い、お金に関

することや節約などに関心が高

まっています。これからどうす

ればいいか、ピンチを切り抜け

るお金の知識を紹介。節約法は

もちろん、家計の見直しのポイ

ント（食費・住居費・保険料・

通信費など）、賢いお金の使い

方などの情報を、初心者にもわ

かりやすくクイズ形式で展開。

すぐに役立つ１冊です。

朝日新聞出版

教養娯楽

新型コロナウイルスの世界的な

蔓延により、人類は先の見通せ

ない時代に突入した。そんな時

代を生き抜くための46個の重

要な事実を厳選し、池上彰が徹

底 解 説！ ワ ク チ ン の 効 果、

WHO の実態、福島原発の今…。

時事問題の基礎からわかりやす

く解説されており、諸問題の事

実を正しく理解するのにとても

役立つ１冊です。

文芸春秋

一般書

コロナ時代に必要な46個の重要な事実
池上 彰 著 /『今を生き抜くための池上式ファクト46』

きれいなあじさいを見たい一心

で、雨の中を飛び出していった

ヤマネくんに対して、雷が怖く

て外に出られないクマさん。で

も大雨でヤマネくんが心配に

なったクマさんは、勇気をふり

しぼって探しに行きます…。ク

マさんとヤマネくんのあたたか

い友情の物語。丁寧に描かれた

雨の森のようすや、あじさいの

美しさに心惹かれる絵本です

福音館書店

の お す す め の 本 は

「シャーロック・ホーム

ズ」です。

　理由は推理小説が好きだから

です。シャーロック・ホームズ

は持ち前の推理力で人を観察し、

頭の中でそろったパズルを組み

立てて推理をしているからワク

ワクします。

　私が特に好きな話は、「まだ

らのひも」です。この話は、お

びえた女性

が朝早くに

ホームズの

と こ ろ に

やって来た

ところから

始まります。

おびえた女

性はヘレン・

ストナーといって、姉のジュリ

アが２年前に他界しています。

ジュリアの死に方はおそろしい

ものでした。そして死ぬ前に

ジュリアが言った言葉は「まだ

らのひも」でした。

　この「まだらのひも」の正体

が何だったのかは、ぜひ本を手

に取ってみてください。私は予

想外の展開だったので、とても

びっくりしました。

　本が苦手な人でも読みやすい

と思います。ぜひ本を読んでみ

て下さい。

児童書

私 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
  『シャーロック = ホームズの冒険』（コナン・ドイル 著）

上村 日花梨さん

〔芝原区〕

今月の案内人

ミステリーの原点といえるホームズ作品の
うち「青い紅玉」「まだらの紐」「技師
の親指」「独身の貴族」「緑柱石の宝
冠」「ブナ屋敷」６編を収録した短編集。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の貸出について

　新型コロナウイルス感染

拡大防止のため現在、図書

室を閉館しています。

　本の貸出については、社

会教育課窓口にて一部対応

を行っていますので、詳細

は事前にお尋ねください。

　貸出期間は２週間です。

返却につきましては、図書

室入口横の返却ボックスを

ご利用ください。
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■知 り ま し ょ う 。 日 本 に
　お け る 人 権 課 題

　障がいのある人の社会参加を妨げ

るものをバリア ( 障壁 ) と呼びます

が、バリアには「物理的バリア」

「制度的バリア」「文化・情報面のバ

リア」「意識上のバリア」などがあ

ります。

●物理的バリア

　障がいのある人が移動する際等に、

建物、道路、交通機関などに物理的

にあるバリアのことです。

●制度的バリア

　障がいを理由に資格や免許などが

取得できない制度などがあることです。

●文化・情報面のバリア

　読む、聞く、話す、理解するなど

といった機能に障がいがあるために、

そのままでは情報のやりとりがしに

くい状態にあることです。点訳や手

話、要約筆記、絵記号などを取り入

れることで、バリアをなくすことが

できます。

●意識上のバリア

　心のバリアとも呼ばれ、人々が障

がいのある人に無理解や無関心であ

ることを表しています。無理解や無

関心があらゆるバリアの元になって

いるので、ノーマライゼーションを

実現する上で、心のバリアを取り除

くことは何よりも重要です。

■ ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

　障がいの有無にかかわらず、誰も

がいきいきと平等に暮らせるように

しようという考え方を「ノーマライ

ゼーション」といいます。

人権啓発冊子「『ＣＳＲ』で見えてくる明

るい明日」（2011年1月発行）より作成

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
町
で
は
、
日
々
の
生
き
方
を

楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
出

前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
①
介
護
保
険
制
度
、

②
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
、

③
介
護
予
防
の
た
め
の
お
口
の

健
康
、
④
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
、
⑤

高
齢
期
食
生
活
、
⑥
認
知
症
、

⑦
高
血
圧
症
、
⑧
糖
尿
病
の
予

防
、
⑨
食
中
毒
、
⑩
風
邪
の
予

防
、
⑪
熱
中
症
の
予
防
、
⑫
健

康
食
品
、
⑬
子
供
・
高
齢
者
に

対
す
る
虐
待
、
⑭
天
皇
陛
下
御

即
位
三
十
年
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
⑮
振

り
込
め
詐
欺
・
交
通
講
話
・
自

主
防
災
、
⑯
社
会
福
祉
協
議
会

ど
ん
な
所
、
⑰
人
権
学
習
と
ビ

デ
オ
、
⑱
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
⑲

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
⑳
大
正
琴
の
演

奏
、
㉑
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
有

料
）
、
㉒
落
語
（
有
料
）、
㉓
米

粉
料
理
（
有
料
）
、
㉔
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ウ
キ
ウ
キ
健
康
づ
く
り

（
有
料
）
、
㉕
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
教
室
（
有
料
）
の
25

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
各
出
前
講
座
の
詳
細
や
申
し

込
み
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委

員
会
公
民
館
事
務
局
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
町
公
民
館
で
は
、
健
康
や
歴

史
、
福
祉
な
ど
の
諸
問
題
に
つ

い
て
講
師
を
招
い
て
学
ぶ
「
町

民
大
学
」
や
町
内
外
の
歴
史
的

な
文
化
財
や
史
跡
を
訪
ね
る

「
郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て
」
な

ど
の
主
催
講
座
な
ど
の
開
催
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
25
日
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
町
で
は
公
共
施
設
の

貸
し
出
し
を
中
止
す
る
な
ど
の

対
策
を
実
施
し
て
お
り
、
町
公

民
館
と
し
て
も
主
催
講
座
や
自

主
講
座
の
開
催
を
一
部
見
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
県
の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
開
催

時
期
を
判
断
し
ま
す
。

　
各
講
座
の
活
動
状
況
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会

公
民
館
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

出
前
講
座
で
楽
し
い
人
生
を

町
公
民
館
出
前
講
座

開
催
の
案
内

町
公
民
館
主
催
講
座

▲公民館講座を担当する池上志保

さん（左）と森田光樹子さん

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館主催講座のお知らせ

ステップアップ講座「整理・
収納講座２」を開催します

　新型コロナウイルスの影響で延

期したステップアップ講座「整

理・収納講座２」を開催します。

アルバム写真など思い出の品々の

整理のコツを一緒に学びましょう。

●開催日時

　６月10日（木）午前10時〜午

前11時30分

●開催場所

　町生涯学習センター・研修室

●定員

　先着20人

●講師

　整理収納アドバイザー

　出口りつこ（熊本市）
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❖
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
拠
点
と
し
て
自
治
体
に
設
置

さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
配
置
さ
れ
、

介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
保
健
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
高
齢
者
の
生
活
課
題
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

町
福
祉
課
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
福

祉
課
長
が
兼
務
す
る
セ
ン
タ
ー
長
以
下

６
人
が
、
町
内
在
住
の
高
齢
者
や
高
齢

者
支
援
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
を
支
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
主
な
取
り
組
み

　
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
主
に
次
の
４
つ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
介

護
予
防
の
目
的
で
あ
る
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
を
で
き
る

だ
け
遅
ら
せ
る
こ
と
や
要
支
援
・
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
症
状
の
悪

化
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
た
め
に
、
高
齢

者
自
身
が
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　
具
体
的
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
り
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
第
１
号
訪

問
事
業
）
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
第
１

号
通
所
事
業
）、
そ
の
他
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
（
第
１
号
生
活
支
援
事
業
）

な
ど
を
統
合
し
て
、
要
支
援
者
の
状
況

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
包
括
的
か
つ
効

率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
介
護
予
防
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

●
総
合
相
談

　「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ

た
不
安
や
「
要
介
護
認
定
調
査
を
受
け

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
っ

た
手
続
き
に
関
す
る
疑
問
な
ど
、
高
齢

者
の
健
康
や
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
や
専
門
機
関
か
ら
相
談
者
の
状
態

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。

高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族

か
ら
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

●
権
利
擁
護

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
本
人
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
権
利

を
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
判
断
能
力
の
低
下
に
よ
り
金
銭
管
理

が
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て
、

金
銭
的
搾
取
や
詐
欺
か
ら
大
切
な
財
産

を
守
る
た
め
の
成
年
後
見
制
度
の
活
用

支
援
だ
け
で
な
く
、
虐
待
被
害
の
防
止

や
早
期
発
見
に
取
り
組
む
な
ど
、
高
齢

者
の
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
い
う
人
は
同
セ
ン
タ
ー
（
TEL
０
９
６

-

２
３
４-

１
１
１
４
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

●
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
高
齢
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
地

域
に
す
る
た
め
、
地
域
全
体
の
医
療
・

保
健
・
介
護
分
野
の
専
門
家
か
ら
地
域

住
民
ま
で
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、
そ
こ
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
課
題

解
決
や
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
職
員
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
、
保
健
医
療
関
係
者
な
ど
が
参

加
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を
通
し

て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利

用
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
の
個
別
指
導
・
相
談
、
支
援

困
難
事
例
な
ど
へ
の
助
言
な
ど
に
よ
り
、

自
立
支
援
型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

甲佐町地域包括支援センターで

は、さまざまな介護予防サービス

を活用しながら、要支援者の介護

予防マネジメントを実施していま

す。休日のお問い合わせは町福祉

課（ TEL 096-234-1111（代表））

までお尋ねください。

古閑　裕子 主任ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ

地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防
で

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
６月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

６・７月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　６月17日（木）　午前９時

　　７月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　６月17日（木）　午前10時

　　７月15日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　６月４日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　７月13日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　６月18日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　７月13日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（水） 製作（あじさい）

４日（金） 音遊び（楽器を使って遊ぼう）

７日（月） トンネル遊び

９日（水） おやつ作り（お好み焼き）

11日（金） ボール遊び

14日（月） 親子でふれあい遊び

16日（水） ねじブロック遊び

18日（金） 父の日のプレゼント作り

21日（月） もぐもぐお化け

23日（水） おわんでジャー

25日（金） 花がみ遊び

28日（月） ＪＰクッションで遊ぼう

30日（水） 七夕飾り作り

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

髙見 笑
わ か

花 ちゃん（１歳）

父・拓郎 さん　母・仁美 さん

　（東寒野区）

 可愛い笑顔で周りの人の

　　　　　心に花を咲かせてね。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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　今回は、寝ながら行える腹筋ト

レーニング『デッドバグ』を紹介し

ます。

■トレ―ニングの手順
① 仰向けに寝て、両手を天井へ向

けてまっす

ぐ に あ げ、

両 足・ 両 膝

を90度 に 曲

げ ま し ょ

う！

② 息を吸っ

て吐きなが

ら、 右 手・

左足をまっすぐ伸ばしましょう。息

を吸いながら、ゆっくり最初のポジ

ションに戻します。

■トレーニングのポイント
　動作の時に体が浮かないよう、お

腹に力を入れながら行いましょう。

頭を床につけ、目線は天井を向くよ

うに意識します。

　このトレーニングでは、体への負

担が比較的小さい動作で体幹の引き

締めを行うことができます。ダイ

エット効果も期待できますよ！

　長雨で屋外での運動ができない日

にぜひお試しください。

右田 訓丈さん

〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲腹筋に力を入れながら目線は天井を見

つめるように心掛けましょう

体幹トレーニング「デッドバグ」新 し い 腹 筋 で
健 康 ボ デ ィ を 作 り ま し ょ う

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより（町からのお知らせ）

■
中
小
企
業
庁
が
実
施
す
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

　
中
小
企
業
庁
で
は
、
中
小
企

業
を
育
成
し
、
発
展
さ
せ
、
か

つ
、
そ
の
経
営
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
様
々
な
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
改
善
・
資
金
繰
り
支
援

対
策
や
震
災
対
策
な
ど
の
各
施

策
を
中
小
企
業
者
が
利
用
す
る

際
の
手
引
書
と
し
て
、
２
０
２

１
年
度
版
「
中
小
企
業
施
策
利

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
出
版
物
一
覧
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入

　
を
支
援

　
ま
た
、
県
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
や
働
き
方
改
革
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企

業
・
団
体
と
連
携
し
、
県
内
企

業
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
一

か
ら
勉
強
し
た
い
」「
ど
ん
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
す
れ
ば

い
い
か
相
談
し
た
い
」
と
い
っ

た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
関

す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
無
料
相
談

　
窓
口
（
テ
レ
ワ
ー
ク
支
援
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

　
県
は
、（
一
社
）
熊
本
県
情

報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
熊
本
と
の
間

で
、
県
内
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
支
援
に
つ
い
て
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

 

　
こ
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
し
、
県

内
企
業
を
対
象
に
テ
レ
ワ
ー
ク

導
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
一
般
社
団
法
人 

熊
本
県
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
テ
レ
ワ
ー

ク
支
援
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。●お問い合わせ先

　町地域振興課

　TEL096-234-1154

　　（内線232）

▲中小企業庁が実施する支援策を利用する際の

手引きとしてご活用ください

「
中
小
企
業
施
策
利
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
「
テ
レ

ワ
ー
ク
支
援
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

Public Relations KOSA
June 2021 16



日 月 火 水 木 金 土
5/30

 【日曜当番医】

 桃崎整形外科

5/31

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

１ ２

 口座振替日

 （町税務課）

３

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

４

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

５

６

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 通常収集しないごみ
 の収集

 （町環境衛生課）

７

 法律相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

８

 行政相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

９ 10

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

11 12

13

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

14 15 16

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

17

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

18

 すくすく２歳児
 子育て相談

 （町総合保健福祉センター）

19

20

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

21 22 23

 

24

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

25 26

27

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

28

 口座振替日

 （町税務課）

29 30

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

7/1

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

7/2 7/3

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【６月】
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

昭
和
46
年
ご
結
婚
の
ご
夫
婦
へ

金
婚
夫
婦
表
彰
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
で
例
年

執
り
行
わ
れ
る
金
婚
夫
婦
表
彰
に

該
当
す
る
ご
夫
婦
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
該
当
す
る
ご
夫
婦

　
昭
和
46
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
結
婚
し
、

本
年
で
満
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

▼
受
付
期
間

　
６
月
30
日
（
水
）
ま
で

▼
連
絡
方
法

　
該
当
す
る
ご
夫
婦
は
、
町
総
務

課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
各
行

政
区
で
の
取
り
ま
と
め
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
式
典
な
ど
に
つ
い
て 

　
８
月
下
旬
に
熊
本
日
日
新
聞
紙

上
に
ご
夫
婦
の
氏
名
・
年
齢
が
掲

載
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
例
年
９
月
に
開
催
す
る

表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
の
た
め
、
開
催
の
有
無

は
未
定
で
す 

。
詳
細
は
、
後
日

対
象
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　（
内
線
２
２
２
）

消

費

者

生

活

相

談

の

電

話

相

談

に

つ

い

て

　
町
で
は
、
郡
内
４
町
と
連
携
し

て
、
消
費
生
活
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
室
で
は
、
訪
問
販
売

や
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
消
費
者
問
題
に
専
門
の

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
受
け
ら
れ
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
電
話
で
の

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

　
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

▼
開
設
曜
日
・
会
場

●
月
曜
日

　
益
城
町
役
場
（
新
仮
庁
舎
）
別

　
館
１
階
消
費
生
活
相
談
室
（
益

　
城
町
木
山
５
９
４
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
６
‐
３
２
１
０

●
火
曜
日

　
御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

　
議
室
（
御
船
町
御
船
９
９
５
番

　
地
1
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
２
２
６

●
水
曜
日

　
嘉
島
町
役
場
庁
舎
内
相
談
室

　（
嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

●
木
曜
日

　
甲
佐
町
老
人
い
こ
い
の
家
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
室
（
甲
佐
町
岩
下
24
番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

●
金
曜
日

　
山
都
町
役
場
１
階
相
談
室

　（
山
都
町
浜
町
６
番
地
）

　

TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
登
録
を

お

願

い

し

ま

す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
指
導
者

お
よ
び
支
援
者
を
発
掘
し
、
育
成

を
す
る
た
め
に
「
甲
佐
町
生
涯
学

習
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
指
導

者
お
よ
び
支
援
者
を
把
握
を
す
る

こ
と
で
、
指
導
者
の
資
質
向
上
の

た
め
の
育
成
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
へ
指

導
者
の
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
支
援
者
と

し
て
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

活
動
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
小
学
校
の
社
会
体

育
移
行
に
伴
う
指
導
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
指
導
者
が
不
足
し
て
い

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

６月６日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

６月13日 谷 田 病 院 096-234-1248

６月20日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

６月27日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

doctor

町税などの滞納処分（４月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ２件

公 売 回 数 １件

公 売 件 数 １件

滞 納 処 分 関 連 収 入 246,266円

tax

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　lg.jp/
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ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
円
滑
に

実
施
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
お

よ
び
支
援
者
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　（
内
線
３
２
５
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
資
格

取

得

を

支

援

し

ま

す

　
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
方
の
、

働
く
上
で
必
要
な
資
格
を
習
得
し

就
業
を
支
援
す
る
た
め
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
も

　

満
た
す
方
）

①
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、

　
子
ど
も
お
よ
び
寡
婦
の
人
（
熊

　
本
市
在
住
の
方
を
除
き
ま
す
）

②
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に

　
出
席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取

　
得
に
意
欲
の
あ
る
方

●

W
o
r
d
３
級
＋
E
x
c
e
l

　

３
級
検
定
講
座
（
八
代
会
場
お

　
よ
び
菊
陽
会
場
）

▼ 

受
講
期
間

①
八
代
会
場

・
９
月
４
日
（
土
）
〜
11
月
６
日

　
（
土
）
毎
週
土
曜
日
（
計
10
回
）

・
午
前
9
時
〜
午
後
４
時

②
菊
陽
会
場

・
11
月
20
日
（
土
）
〜
令
和
４
年

　
１
月
29
日
（
土
）
毎
週
土
曜
日

　（
計
10
回
）
※
１
月
１
日
休
み

・
午
前
9
時
〜
午
後
４
時

▼
受
講
場
所

①
桜
十
字
ホ
ー
ル
八
代
（
八
代
市

　
新
町
５-

20
）

②
菊
陽
町
中
央
公
民
館
（
菊
陽
町

　
久
保
田
２
５
９
８
）

▼
申
込
期
限

①
８
月
５
日
（
木
）

②
10
月
26
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

　
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
６

住

宅

用

火

災

警

報

器

設
置
・
点
検
し
て
い
ま
す
か

　
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
で

は
、
九
州
一
斉
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
で
す
。
設
置
か
ら
10
年
経
っ

た
機
器
本
体
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
設
置
場
所

　
ご
家
庭
の
寝
室

※
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合

　
は
階
段
に
も
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
組
合
予
防
指
導
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
８
６
３

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

４月 年累計

人身事故 ２ ４

物損事故 ５ 44

盗難など ０ １

４月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （２）

原 野 ６ （４）

そ の 他 ９ （３）

合計件数 17 （９）

５月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

今回は、糸田区の四堂崎にあ

る経塚について書いてみようと思

います。

この経塚は、四堂崎の阿弥陀

堂境内にある高さ約 80 ㌢㍍の石

碑です。

経塚とは経典 ( きょうてん ) を

主体として埋納 ( まいのう ) した

遺跡のことで、この経塚のそばに

建つ文化財標柱には「宝暦四年

（1754 年 )、あらゆる災いから免

れる為に祐春和尚（ゆうしゅんお

しょう）の経典のうち、村の人々

の分六十部を阿弥陀堂の隣に埋め

たという。現在も十月十五日には

供養のお経が唱えられるという」

と記載されています。

文化財探訪〜第９０回〜（広報

こうさ令和 3 年 3 月号掲載）で

も述べたとおり、祐春和尚は江戸

時代の徳の高いお坊さんで、ここ

糸田の四堂崎での教えは末代まで

語り伝えられていたそうです。

江戸時代の糸田区は、たびたび

緑川の水害に襲われるなど多くの

災いに見舞われていました。その

ため、人々の生活は疲弊しており、

それを打開する為に村人がとった

行動が、祐春和尚が書いた経典を

千部書き写すことだったと考えら

れます。

村の人々は人数分の経典を経

塚に収め、この苦境を乗り切れる

ように祈りをささげたのではない

でしょうか。

甲佐町の文化財探訪　〜第 93 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「四堂崎（しどうざき）の経塚（きょうづか）」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（４月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 221,540 2,140 8,100

資 源 ご み 27,320 7,190 5,630

粗 大 ご み 6,430 1,150 680

合 計 255,290 10,480 14,410

※単位・㌔ 

▶
災
い
か
ら
人
々
を
救
う
た
め
に
経

　
典
が
納
め
ら
れ
た
と
伝
わ
る
経
塚
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第７次甲佐町総合計画前期基本計画を策定しました

Monthly Information

ｉ

お
知
ら
せ

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避
妊

去
勢
手
術
費
を
補
助
し
ま
す

　
県
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

に
対
す
る
避
妊
去
勢
手
術
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て

間
違
っ
た
世
話
を
す
る
と
、
近
隣

の
生
活
環
境
が
悪
化
し
、
猫
に

と
っ
て
も
不
幸
な
結
果
を
招
き
か

ね
ま
せ
ん
。
避
妊
去
勢
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
置
き
餌
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

　
「
食
」
は
私
た
ち
が
生
き
て
い

く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

命
の
源
で
す
。

　
県
で
は
、
「
第
３
次
熊
本
県
健

康
食
生
活
・
食
育
推
進
計
画
〜
く

ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・
夢
プ

ラ
ン
〜
」
に
基
づ
き
、
食
育
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
「
食
」
を
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
や
「
食
」
の
持

つ
多
様
な
役
割
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が

義

務

化

さ

れ

ま

す

　
令
和
３
年
10
月
１
日
以
降
、
県

内
で
自
転
車
を
利
用
す
る
す
べ
て

の
人
に
「
自
転
車
保
険
」
へ
の
加

入
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　「
自
転
車
保
険
」
は
保
険
代
理

店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
加
入
で
き

ま
す
。
ご
加
入
中
の
自
動
車
保
険

や
火
災
保
険
、
傷
害
保
険
な
ど
の

特
約
で
保
障
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保
険
会
社

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
３

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布

は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ

ロ
ー
タ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
国
土
交
通
大

臣
の
許
可
・
承
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
併
せ
て
、
県
へ
の
散
布
計

画
の
提
出
も
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
散
布
に
あ
た
っ
て
は

基
本
ル
ー
ル
を
守
り
、
周
辺
住
民

や
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
な
ど
に
農
薬

が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
農
業
技
術
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

・
上
益
城
地
域
振
興
局
農
業
普

　
及
・
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
3
０
１
０

Information

▼

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
作
品
を
展

　

示
し
て
み
ま
せ
ん
か

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

６月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時30分

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL096-234-2447（内線325）
●お問い合わせ先　町企画課　 TEL096‐234‐1115

サッカースクール

サッカースクールの皆さん

雨の中でも練習がんばってます！

　町では、今年３月に本年度を初年度とする

「第７次甲佐町総合計画 基本構想・前期基本計

画」を策定しました。

　総合計画とは、まちづくりの基本指針などを

示す本町の最上位計画です。

　また、人口減少や高齢化社会への対応や地域

経済の活性化などの地方創生を進めるための基

本的な方向を定めた「まち・ひと・しごと創生

甲佐町人口ビジョン」の改訂と「第２期まち・

ひと・しごと創生甲佐町総合戦略」の策定も

行っています。

　町では、本町の豊かな自然や歴史・文化を活

かしながら、日々の暮らしに幸せを感じ、住み

続けたくなるまちづくりを目指していきます。

■甲佐の目指すべき将来像を示す

▲前期基本計画や人口ビジョン・総合戦略の
　詳細は町公式ウェブサイトをご覧ください
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Monthly Information

災

害

復

興

住

宅

融

資

の

受

付

を

１

年

延

長

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災

害
復
興
住
宅
融
資
（
建
設
資
金
、

購
入
資
金
、
補
修
資
金
）
」
の
借

入
申
込
の
受
付
期
間
を
１
年
間
延

長
し
ま
し
た
。

　
お
申
し
込
み
を
希
望
す
る
場
合

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
延
長
後
の
申
請
期
限

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
通
話
無
料
）

　

TEL
０
１
２
０
‐
０
８
６
‐
３
５
３

ｒ

募
集

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援

者
養
成
講
座
受
講
者
を
募
集

　
県
で
は
、
失
語
症
者
が
地
域
の

一
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
失
語
症
の

症
状
や
対
応
方
法
を
理
解
し
、
会

話
や
日
常
生
活
で
の
外
出
の
際
に
、

意
思
疎
通
の
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
材
養
成
す
る
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
講
座
受
講
者
を
６
月

か
ら
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
が
い
者
支
援
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
５

保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方
は

ご

協

力

お

願

い

し

ま

す

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

保
健
所
な
ど
で
の
健
康
観
察
な
ど

の
短
期
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
保
健
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
５
‐
７
６
６
０

・
県
医
療
政
策
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
６

ｒ

開
催

住
宅
・
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料

相

談

会

を

開

催

し

ま

す

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
お
よ

び
熊
本
県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士

会
で
は
、
不
動
産
に
関
す
る
お
悩

み
に
お
答
え
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
面
談
を
ご
希
望
の
人
は
、
前
日

の
正
午
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

当
日
は
電
話
相
談
（
TEL
０
９
６
‐

３
６
４
‐
０
８
０
０
）
も
可
能
で
す
。

▼
開
催
日
時

　
６
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階
　

　（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４-

４-

34
）

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
０
０
‐
９
１
９
０

ｃ

く
ら
し
安
全

６
月
９
日
は
ロ
ッ
ク
の
日

カ

ギ

か

け

で

盗

難

防

止
！

　
自
転
車
や
車
か
ら
離
れ
る
場
合

は
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
カ

ギ
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
盗
の
多
く
が
無
施
錠
の

状
態
で
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

カ
ギ
を
掛
け
る
こ
と
で
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
宅
の
敷
地
内
や
ア
パ
ー
ト
・

団
地
、
学
校
の
駐
輪
場
で
も
カ
ギ

を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
車
内
に
貴
重
品
な
ど
を

置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～６月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL096‐234‐2447

▼

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
作
品
を
展

　

示
し
て
み
ま
せ
ん
か

●ギャラリーモール展示作品を募集します

　町教育委員会では、町生涯学習センター・ギャ

ラリーモールにて展示する作品を募集していま

す。絵画や写真、手芸作品などの文化活動の成果

を発表する場などとして、ぜひご利用ください。

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　  ■お問い合わせ先

　  　町地域振興課

　  　 TEL  096-234-1154（内線232）

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

▶ご寄付いただいた皆様

　　 お名前　　　ご住所　

  ・島津　晙　様　北海道

  ・澤田　伸治様　愛知県

  ・大森　晴美様　茨城県

　　　　　　　　　　 ほか

▶令和３年度寄附金額合計

　　　　5,033,000円

　　　　　　（４月30日現在）

 「ニラでスープ」

こうさんもん No.5

ニラたっぷりの鶏ガラ中華風スープ

▶パン工房ふうさん

TEL 096-234-2112

「井戸江峡万十」

こうさんもん No.7
青梅の甘酢漬けを白あんで包んだお饅頭

▶（資）池田製菓舗

 TEL 096-284-0118

「ふるさと甲佐応援寄附金」
にご協力いただきまして、
ありがとうございます。

▶町公式ウェブサイト

　「ふるさと納税」ページ

　　　https://www.town.kosa.lg.

　　　jp/q/aview/136/233.html
URL
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田植え

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

浄
土
へ
と
旅
立
つ
友
の
冥
福
を
祈
り
て
今
宵
別
れ

を
惜
し
む�

池
田
キ
ヨ
子

連
休
に
孫
に
逢
う
の
を
我
慢
す
る
早
く
コ
ロ
ナ
の

終
息
祈
る�

赤
星　

文
子

里
山
は
見
渡
す
か
ぎ
り
椎
の
花
輝
き
咲
き
て
春
は

過
ぎ
ゆ
く�

塚
原　

暁
益

わ
れ
一
人
露
天
に
つ
か
り
空
見
れ
ば
コ
ロ
ナ
の
不

安
し
ば
し
忘
る
る�

緒
方　

明
美

「
転
ぶ
な
よ
」「
躓
く
な
よ
」
と
老
い
姉
の
電
話
の

声
の
心
に
し
み
る�

内
田
乃
武
子

空
は
晴
れ
木
々
の
若
葉
も
濃
く
な
り
て
我
が
故
郷

は
初
夏
の
風
吹
く�

白
梅　

武
人

高
々
と
男
の
子
の
名
乗
り
鯉
の
ぼ
り
「
元
気
に
な

る
」
と
風
に
た
な
び
く�

吉
永
由
紀
子

何
時
ま
で
も
「
コ
ロ
ナ
」
の
話
あ
ち
こ
ち
で
外
出

す
る
の
に
矢
張
り
心
配�

上
村
や
す
美

島
宿
に
今
宵
の
客
は
わ
れ
独
り
漁
火
望
み
「
久
米

仙
」
を
酌
む�

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
ひ
ろ
び
ろ
」

ひ
ろ
び
ろ
と
夢
が
広
が
る
甲
子
園�

川
村　

文
子

少
子
化
で
五
月
の
空
が
広
く
な
る�

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
新
緑
」

新
緑
の
野
山
に
遊
ぶ
夢
を
み
た�

日
隈　

俊
郎

新
緑
が
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
眼
に
馴
染
む�

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

命
が
け　

ナ
ー
ス
帽
子
に
縛
ら
れ
て�

広
田
み
ど
り

命
が
け　

ひ
っ
た
く
り
し
た
空
財
布�

下
山　

千
恵

命
が
け　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
聞
く
悲
鳴�

志
垣　
　

光

命
が
け　

大
海
原
を
一
人
行
く�

佐
藤　
　

葵

命
が
け　

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
さ
あ
行
く
ぞ�

平
井
や
よ
い

命
が
け　

へ
り
も
待
つ
身
も
同
じ
事
ッ�

長
原　

産
賀

命
が
け　

産
ん
だ
が
鷹
に
ゃ
な
り
き
ら
ん�

光
永　
　

六

命
が
け　

愛
し
た
人
に
飽
き
て
来
た�

井
元
あ
ざ
み

命
が
け　

お
経
唱
え
て
ゴ
ン
ド
ラ
に�

日
高　

美
里

命
が
け　

身
体
震
わ
せ
プ
ロ
ポ
ー
ズ�

上
田　

梅
清

命
が
け　

一
途
に
惚
れ
た
今
の
妻�

中
村　

南
幸

命
が
け　

夢
の
頂
上
も
う
や
が
て�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

水
無
月 

～
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ひ と の 動 き （敬称略）

	住　所	 氏　名	     性別  保護者

吉　田　作本　琴
こ と は

葉　女　　潤

上早川　荒田　琉
り ゅ う と

翔　男　尚　輝

津志田　一口　響
ひ び き

熙　男　昌　弘

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,987 ▲４

女 5,410 ３

計 10,397 ▲１

世帯数 4,356 ５

令和３年４月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

４月11日（木）〜５月10日（月）

作り方

①洗ったショウガの皮を丁寧に

こそぎ落し、少し太めの千切

りにします。

②刻んだショウガを多めの水で

茹でます。煮立ったらザルに

上げ、しっかり湯切りをして

おきます。

③だしをとった後の昆布はショ

ウガに合わせて刻み、唐辛子

は輪切りにしておきます。

④全ての調味料と刻んだショウ

ガ・昆布を鍋で10分程馴染

ませましょう。

⑤十分馴染んだところで鍋を火

にかけます。まずは強火、煮

立ったら中火で汁気が無くな

るまで炒り煮にします。

⑥火を止めたらカツオ節を全体

に混ぜ合わせて完成です。１

日おくと味が馴染みますよ。

新ショウガを使った常備菜

ご存じですか？

材　料（４人分）

新ショウガ ………… 　200㌘
しょうゆ　…………　大さじ５
赤酒　　　……　　大さじ3〜4
砂糖　　　………　　大さじ４
カツオ節　………　　２パック
唐辛子　 ………　１/ ２パック

だしをとった後の昆布 ……適宣

　　ショウガは一年中店頭に並

んでいますが、新ショウガと呼

ばれるのは、６〜８月に収穫さ

れたものに限られるってご存じ

ですか？

　ショウガには強い殺菌作用が

あり、にぎり鮨にもガリとして

添えられます。口の中をサッパ

リさせるためにも欠かせません

ね。

　ショウガの独特な香りは食欲

を増進させる働きを持っていま

す。その他にも疲労回復、夏バ

テ解消、健胃・解毒・消炎作用

などがあります。

　みそ汁や麺料理の薬味として

も役に立ち、味も大幅にアップ

します。毎日食べたい食品です

ね。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

［

	 住　所	 氏　名	

　　夫　上　揚　藤本　尚貴

　　妻　熊本市　東　　宏美

　　夫　早　川　江藤　政人

　　妻　中横田　谷頭　幸子
［

	住　所	 氏　名	   年齢  世帯主

上早川　渓村　益男　91　誠　子

上早川　井藤　晴雄　75　朋　紀

中　山　西坂シゲ子　90　シゲ子

津志田　神田眞由美　73　幸　親

中横田　赤星志滿子　82　志滿子

白　旗　岡本　　右　87　日出子

府　領　小田　貞子　89　弥　生

田　口　山田　隆昭　88　照　子

西寒野　宮本　　剛　93　建　幸

豊　内　甲斐　昭子　91　昭　子

　

今
年
の
夏
の
始
ま
り
は
、
例
年
に

な
い
早
さ
の
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し

た
。
５
月
17
日
の
大
雨
で
は
、
早
く

も
今
年
初
め
て
の
避
難
情
報
が
町
か

ら
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
防
災
特
集
と
し
て

命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
的
確
な
判
断
が
で
き
る
よ

う
備
え
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

特
集
の
中
で
、
熊
本
県
湯
前
町
と

愛
媛
県
西
予
市
の
広
報
紙
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
自
治
体
も

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
よ

う
な
大
雨
に
よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
２
つ
の
広
報
紙
か

ら
多
く
を
学
び
、
明
日
へ
の
備
え
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

本
紙
へ
の
掲
載
を
快
諾
し
て
い
た

だ
い
た
２
自
治
体
の
広
報
担
当
者
様

に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
）
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「
昨
年
７
月
の
豪
雨
で
は
副
団

長
と
し
て
、
氾
濫
の
危
険
が
迫
る

竜
野
川
付
近
の
土
嚢
積
み
な
ど
の

陣
頭
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
現
場
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
団
員
を
引
っ
張
っ
て
い
け
れ

ば
」
と
話
す
の
は
甲
佐
町
消
防
団

団
長
と
し
て
地
域
の
防
災
活
動
の

先
頭
に
立
つ
井
藤
朋
紀
さ
ん
（
上

早
川
二
区
）
。

　

入
団
し
て
26
年
。
こ
れ
ま
で
分

団
長
や
副
団
長
を
歴
任
し
、
こ
の

春
か
ら
団
長
に
就
任
。
本
町
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
団
員
を

束
ね
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
操
法
大
会
や
出
初
式

な
ど
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
ま

ま
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
域

住
民
は
も
と
よ
り
団
員
同
士
の
連

携
を
高
め
る
機
会
が
失
わ
れ
る
中
、

消
防
団
が
担
う
地
域
の
防
災
力
を

ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
。
難
し

い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
団
結
力
が
試

さ
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
気

を
引
き
締
め
る
井
藤
さ
ん
。

　

消
防
団
員
数
の
減
少
も
深
刻
だ
。

現
在
、
宮
内
地
域
在
住
の
一
般
団

員
は
わ
ず
か
２
人
。
他
の
地
域
を

見
て
も
団
員
数
が
10
人
以
下
の
部

が
全
28
部
の
う
ち
６
つ
も
存
在
し
、

そ
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
つ
つ

あ
る
。

　

「
熊
本
地
震
前
に
は
５
０
０
人

を
超
え
て
い
た
団
員
数
も
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
職
場
が
町
外
の

た
め
日
中
の
消
防
活
動
に
は
参
加

で
き
な
い
団
員
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　

「
消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
多
く
在
籍
す

る
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
員

で
で
き
る
こ
と
を
的
確
に
判
断
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
と
の
連
絡
を
緊

密
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
の

限
界
を
理
解
し
、
共
有
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
井
藤
さ
ん
。

　

「
大
規
模
災
害
で
は
、
同
時
多

発
的
に
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
過

去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
少
な

く
な
い
は
ず
で
す
。
過
去
を
知
っ

て
、
雨
の
季
節
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
」
と
話
す
井
藤
さ
ん
は
甲

佐
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
地

域
の
課
題
に
挑
み
続
け
る
。
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こうさ広 報

コ
ロ
ナ
禍
で
試
さ
れ
る
地
域
防
災
力

過
去
か
ら
学
び
未
来
に
活
か
す

Kosa
Style
こうさ スタイル

いとう とものり / 甲佐町消防

団団長。今年４月に団長に就任

し、390人の団員の指揮を執る。

コロナ禍の中、地域の自主防災

組織などと協力して地域防災力

の向上に取り組む。

井藤 朋紀さん
Itou Tomonori

〔上早川二区〕


